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102．実業 団野球選手の 肘関節障害 と等速性肘筋力

　 に 関す る
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目的 ：腱 は筋肉の 収縮力を骨に伝え る 重要な役判 を

して い る が ，特に ア キ レ ス 腱 の 強度，弾 「
ゾ1・に関す る

hJl究 は ほ とん どみ あた ら な い 、，近年，脚 が筋肉の 収

縮 エ ネ ル ギ
ー

を蓄積 して い る こ とや ，伸張性 収縮 中

に 受 ける筋繊維 へ の ダメ
ー．ジ を防 ぐ役割 を担 っ て い

る こ とが報告 され て お り，腿 の 力学的分析の 車妥性

が認驫され つ つ あ る 。 本研究 で は タ佐デ
ー

タ を得る

ため に，発育老化に伴うア キ レ ス 腱 の 力学斗寸 lkにつ

い て 分析 した 。

方法 ：被験動物 に は 日 本 目 色兎，哺乳期 吽 後 3 週

齢，平J．丿380g，5羽 ），成体期 げk後 8 − IO月齢 ，4．lkg，

5 冫同），　堵
／
歯令期 （∠Lt麦 4 − 5 年 断穿，　5．1kg，　5 コ」）

を用 い た 。 被験 試料 に は ア キ レ ス 腱 を用 い ，力学 分

析 の た め に 引張 り武験 を 行 っ た 。 実験に当 り，腱 の

目 定に は 両 端が滑 ら な い よ うに
．
丁：夫 した特性 の グ

リ ッ プ を使用 し
，
．直 （伸 び の 渊 定 ） は．Tl確 に 測 る た

め に Video　dimension　anaLyzer 〔VDA ）を用 い た、，

実験 の引張 り変位速度 は20rnmfmin で 行 い ，ロ ード

セ ル と VDA の 出力 は X−Y レ コ
ーダーに 記鉄 し，同

時に VI〕A の 映像信 弓
』
は ビ デ オ テ

ープ に 保存 し た。

腱 断面積 の 面｛測 に は高精度 で 再現柱の 15 い エ リア マ

イ ク ロ メ
・一

タ
ーを採用 した 。 ノゴ｝・試験 の 分析 JN 目は

腱 断面嶺，応カ
ー
　r由線，引 張 り強 度，最大荷 江：，

破 断伸 び，弾性係 数で ある 。

結果 と考察 ：ア キ レ ス 腱 の 困1面 積 と体重 は 哺乳期 か

ら 老齢期 に か け漸増 した。引張 り強度 は 哺孑し期が 平

均 23．5MPa ，成体期 は 67．3MPa ， 老 齢期 は 66．7MPa

で あ っ た ， 最 大加重 は 哺乳期 が la均67．ON，成休期

は 9ユ9．6N，老齢 期 は 1010 ．4N で あ っ た 、，
こ れは断

面積の 大 きな老齢 期 に お い て 大 きな値が み ら れ た

が，こ れらの 値 は 哺乳期で は体重の 17．4倍，成体期

て は 22．〔｝倍，託齢期で は 19．4倍に 相 → し，3 群共 に

大 きな張 JJに耐 えられ る強度 を持 っ て い る こ と が 明

らか に な っ た 。 破断伸び に つ い て は
， 哺乳期が i

．
均

15．7％，成体期 は 16．3％ で あ っ た。応カ
ーA

曲線 の

傾 き，即ち弾性係数 は 哺イL期 が 231．OMPa ，成体期

は 618．OMPa ， 老齢 期 は 53D．5MPa で あ り，成体期

の 弾性係数の 平均値は 高 い 傾向 を示 した、以 上 を ま

と め る と，ア キ レ ス腱 は 弾性 に 冨 み ，腱 1Cm2 当 り

の 破断強度 は 哺乳期 が 230kg ，成 体 期 は 682kg，老

齢期 は 673kgに 相当す る こ とが 明ら か とな っ た。

　プ ロ 野球選手に於け る．」
’
肢 の 1彝　 は，肘 関節 ， 肩

関節に多 く先生 して い る と報告 され て い る が，肘関

節障害 と筋 力とにlxiす る研究 は 少な く，齢 t と筋力

との 関係 は い まだ に 明 ら か で は な い
。

　そ こ で
， 本研究 で は ズ茅田 全 凵本 ク ラ ス の 野 球選

手 を対象 に亀止性肘関節筋力を沮ll定 し，肘関節障竇

群 と劉 〒 チ群 と の 間 で どの よ うな筋 力発揮 能力 の 特

性力 兄 ら れ る か を，特 に 投球側 及 び 非投球側 に 着 日

して 検討する こ とを目的 とした、，

　被験者 は，バ ル セ ロ ナ 万 輪出場選手を含む夫業団

全 日 本 ク ラ ス の 野球 L＃ 手 23名 を対 象と した 。筋力測

定 は，等速性筋力測 定機 （CYBEX 　6000）を用 い 肘

閃節伸展，屈局筋力を 2 段階 の 角速度 （60度／秒，

180度／秒 ）で 測定 し，ピーク トル ク 値 を求 め た。

また，測定 は投球側，非投球側 の 両肘 に 実施 し， 投

球側／非投球側 の 筋力比 も求 め た ，，肘 に 於け る障害

歴 に つ い て は ，測 圃」」fj始 前 に 遮 手に対する ア ン ケ ・一

ト調査を行 っ た ，t

　 ア ン ケ
・一

ト周査結果 に 基 づ い た肘
’
関節「≒ ；

：は，被

験 者23名中 9 名に見られ，投手，外 野 f に多 く発生

して い た ． 各運動速度に於ける肘伸 展筋力 は
，

2群

問 に為意な 美 は 認め られなか っ たが ， 肘伸展筋力 の

投球側 を非投球側 で 除 した値 〔投／ 非投）を 2群 問

で 比 較し た場合，
60度／秒 に 於 い て の み 有意な 篭 が

認め られ た。

　測 疋 中 の 肘閃節 の 月
’
均可動域 は，ICま 群 と非障 嘗

群間 で 有意 な業 が 認 め ら れ ず，「蒙 を 群 9 名 の うち練

習 中に肘痛 を認 め なか っ た 3 名も愁訴 6 名 と 同様 ，

60反 ／秒に 於け る投／非投 の 伸 展筋 力比 は 平 J．J約

20％ 劣 っ て い る こ と か ら，障 口．群に於け る筋 力低下

は明 らか に肘 玖 患が起 因 して お り，肘関 節 1二〒 浮 防

の観黒 か ら 考えて 投球側 の伸展筋力が非投球側 より

20％ 以 ヒ劣 ら な い よ う筋力強化 に よりバ ラ ン ス を保

つ こ とが 重
．
裏 と推察さ れ た。

　 また ，肘屈曲筋力及び投／非投 屈曲筋力比 は，い

ず れ の 角速度 に 於 い て も 2 群問 に有芦茎が 認め られ

な か っ た こ とか ら，肘屈曲筋力は肘関節臥害 の 発生

に 鬨
厂j・して い な い と考える 。
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